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別紙

委員長　　　　開会宣言、あいさつ
副議長　　　　あいさつ

町長　　　　　あいさつ

委員長　　　　これより議事にはいります。

議案第30号

まず、本委員会に付託されました、議案第30号平成20年度長久手町一般会計補正予算（第１号）を議題といたします。議案第30号について執行部の説明を求めます。

財政課長　　　議案第30号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第30号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。ございませんか。
浅井委員　　　開発で6号古窯がなくなったが、古窯や文化財の管理体制はどうなっていたのか。行政としても監視する義務があるのではないか。
生涯学習課長　６号古窯ですが、平成10年当事この地域で土取りが行われました。その際なくなってしまいました。
教育文化部次長　今後の古窯等の保存管理については、本来発見した時点で調査をするといいが、なかなかそれもできないので、今後発見したものはきちんと位置を落として確認する作業をしていきたい。
浅井委員　　　監視をしていかないと不法に廃棄物を埋められてしまうことが考えられる。文化財の管理だけでなく、土取りをされた後にどのような物が埋まっているかも含めて監視する必要がある。今まで何もしてこなかったと受け取られるが、今後、今までの反省に鑑みてどうしていくのか。
総務部長　　　土取りに関しては、いろいろな問題が後で発生してくる状況が昨今あるので、生活環境部環境課で、フェロシルトの件以来、そうしたものの現状も含めて監視をしています。今いわれたことを徹底するようします。
浅井委員　　　調査の委託先はどこか。
生涯学習課長　発掘調査については専門の知識を持った業者です。そのような能力のある団体に委託します。
浅井委員　　　委託先が決まっていないが、能力のある所に委託するということか。

生涯学習課長　まだこの補正が議決していませんので、そのような言葉にしました。
浅井委員　　　市ケ洞丁子田の古窯では、「ほとぎのさと」といった文字の刻まれた土器がでてきた。県史を見て奈良県明日香村の石神遺跡から最古の暦が出てきた。１級の史跡から出てきた皿にも文字が刻んであったことで、長久手町からあちらまで移動したのではということが裏づけられた。７世紀以降の古窯の文化歴史上重要な遺物が出てきた史跡が、開発でなくなってしまった。重要なものが出たらどうするかということに対し、市ケ洞のように開発優先だからなくしてしまうということなのか、歴史上本当に大切なものに対しては、残す方向でやっていくのかも含めて答弁願う。
生涯学習課長　市ケ洞の発掘物については古戦場のほうに資料として保管してあります。今回の三ケ峯についても同様に保管したいと思います。
浅井委員　　　歴史的遺物については、破壊されたら取り戻す手段がない。市ケ洞の付加価値を上げるために、そういった古窯が現地保存されることによって、教育的な価値も高まるし、町づくりの観点においても、そういったものが発見され現地にあることによって、観光客が来る可能性もある。町の付加価値を高めるという観点で、相対的に努力をしていかないといけない。そういった方向性にあると思うが、長久手町としては考えていないのか、今後そういった流れにのってやっていくのかどうか。
教育文化部次長　今回の三ケ峯古窯について、仮に重要な歴史的な文化遺産が出てきたということなら、開発事業者と協議をします。しかし、現在開発計画が着手されつつあるので、それを止めるのは法的に拘束できないので、事業者と協議をして保存できるものであれば保存したい。保存できないのであれば、記録保存ということで保存をしていきたいと考えています。
浅井委員　　　今までの流れの中でやってきたことの同じ繰り返しだ。努力をしたいという答弁を、今の時代にあればあってしかるべきだ。
委員長　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第30号平成20年度長久手町一般会計補正予算（第１号）について原案のとおり賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第30号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第32号

次に議案第32号長久手町監査委員に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第32号について、執行部の説明を求めます。

行政課長　　　議案第32号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第32号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
浅井委員　　　健全化判断比率だが、算定の基礎となる事項を記載した書類ということで、簡単な事例があったら説明願う。
行政課長　　　５つの指標をといわれています。詳しくは住民に説明しやすい資料も作りお渡しできます。簡単にいうと、実質赤字比率は、長久手町の標準財政規模、だいたい税金くらいで、税金がいくら入って、その年が総歳入総支出をして、赤字が出たらその金額で危険度を示そうというもので、長久手町はありません。もう一点、連結実質赤字比率は、長久手町の一般会計以外のいろんな会計全部をひっくるめて赤字があったら、それを率で示しなさいというもので、長久手町はありません。それから３点目、実質公債費比率は、長久手町のだいたい標準的に入ってくる税金を分母にし、その年に返す起債、借金の金額を分子にしたもので、公債費比率に似ています。これが25%を超えると計画を作ることになるが、長久手町は平成18年度が4.8％です。将来負担比率は、標準財政規模を分母にして、80億円ほどの借金全部を分子にして率を出します。350％を越したら注意ということだが、長久手町は66％です。後1つ、資金不足率だが、一般会計やその他会計以外の企業会計、長久手町では公共下水道事業特別会計と農村集落家庭排水施設特別会計、そちらで赤字があったらこれを示しなさいというものです。これらを数字にして、住民に公表しなさいと聞いています。
委員長　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第32号長久手町監査委員に関する条例の一部を改正する条例について原案のとおり賛成委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第32号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第31号

委員長　　　　次に議案第31号長久手町まちづくりセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第31号について、執行部の説明を求めます。

まちづくり協働課長　議案第31号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第31号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
浅井委員　　　平日の日中の使用率はどうか。
まちづくり協働課長　率はとっていないが、平成19年度で、集会室だが午前中についてはトータル４月から３月で14件357人、午後については４月から３月トータルで22件724人、夜間については３件で75人、とうしで午前午後の利用の方は、14件527人です。
青山委員　　　利用者の利便性が向上するとあるが、このことによってどのくらいの利用率が増える見込みがあるのか。
まちづくり協働課長　具体的な数字は、施行してみないとわからないが、まちづくりセンターの館全体の利用状況は中日新聞にも掲載されています。さまざまな努力で、今年の３月に初めて月の使用者が1,000人を超えました。３月が1,166人、４月が1,310人、５月が1,110人で、開館当初は100人程度の利用者だったが、今1,000人を超えるいきおいで伸びています。４月には規則を改正して従来10時開館だったのが９時からになりました。今回施設使用料も時間単位にしましたので、今までは、仮に２時間だけ使いたい場合でも、午前、午後、夜間ということで、前後の時間がもったいないという声も聞いていたが、非常にフレキシブルに使えるようになったので、利用者が増えるということは確実にいえます。
浅井委員　　　平日の利用率はどこの町の施設も低いが、施設の有効利用をはかるために１時間につき500円という規定もある。まちづくりセンターの設置目的もあるが、平日午前の時間帯について、町内の高齢者の団体や婦人の会等に利用率を上げてもらい有効利用をはかっていく必要がある。１時間につき500円の枠以外の利用率を上げるという考え方はないのか。
まちづくり協働課長　いろいろな方法をとっています。例えば、まちづくりセンターは、まちづくりに資する団体個人が使う条件になっているが、一方的に行政がいろいろな利用条件を定めるのではなく、できるだけ住民主導で使ってもらいたい。利用登録はいるが広範囲にとっているので、当然ＮＰＯやボランティア団体もいます。空いている時間に社交ダンスをされる方が、自分たちの活動だけでなく、いろいろな方に教えたり交流する目的で登録している例もあります。また、６月に自動販売機を１階のフリースペースの脇に設置しました。１階はフリースペースでフレキシブルに使われているので、会合で飲み物を飲みながら利用してもらったり、活動後に１階に降りてきて談話をしてもらうという努力をしています。
浅井委員　　　大変に努力していただいているということがよくわかった。一般町民が、フリーに使えるというＰＲ活動も、今後、努めて行ってもらいたい。
吉田ひでき委員　まちづくりセンターでは、議会議事録は閲覧できるか。
まちづくり協働課長　把握していません。
まちづくり推進部長　ここにはありません。情報公開条例に基づく場所でありません。
吉田ひでき委員　ホームページで議会議事録の検索の年度がかなり削られたので、せめて議事録を置いてもらうことはできないか。
まちづくり推進部長　情報公開窓口の行政課に今の意見を伝えます。

水野委員　　　使用料が高いと思うが、他の施設との整合性はとれているのか。
まちづくり協働課長　１時間あたり500円という使用料ですが、他施設の状況を調べています。もともとこの使用料は従前の条例でも単価500円になっているので単価自体は変わっていません。例えば、福祉の家だと午前９時から正午という条件で、集会室は1,500円で会議室は600円です。公民館でも午前９時から正午までが1,800円、単価600円です。他にもあるが、それほど高い金額ではなく、ワンコインで１時間使ってもらえます。
浅井委員　　　収入について今後増えていくのか。見通しについてどうか。
まちづくり協働課長　まちづくりセンターは、設置の目的が住民にまちづくりのいろいろ活動してもらう場や機会を提供することが前提です。例えば、文化の家は営業目的の場合は３倍にする規定があるが、この施設は、いろいろな条件を課して、住民の活動を阻害する要因は好ましくありません。当然、使用料が増えるかどうかは、詳細な試算はしていないが、できるだけ利用を増やして使用料を増やす努力をしていきたいと思います。
浅井委員　　　まちづくりセンターは、職員が配置されていないと伺っているが、職員がいないということは、届出書だけの判断になっていくと思う。有効利用をはかるということで、利用の現況を含めて注意観察してもらい、今後の使用にあててもらいたい。
まちづくり協働課長　まちづくりセンターには職員がおります。ただ、正規雇用の職員でなく、臨時雇用の職員で、それと夜間はシルバーでやっていますが、非常によくやってもらっており、評判がいいです。その臨時職員が毎日日報をつぶさにつけています。誰々がこういうことをいってこういう話があるとか、こういうようなご要望があったということは、毎日ファックスでこちらに送られてきます。朝必ず、担当職員から私まで報告が回ってきて、指摘があった場合は、担当職員を翌日現場へ派遣させ、管理職員と打合せをさせて即座に対応するような体制をとっています。
委員長　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませ
んか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第31号長久手町まちづくりセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について原案のとおり賛成委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第31号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第37号

次に議案第37号土地区画整理事業に伴う字の区域の設定及び変更についてを議題といたします。議案第37号について、執行部の説明を求めます。

まちづくり推進部長　議案第37号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第37号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

浅井委員　　　この１図から２図にいたるまでにさまざまな経緯があったと思うが、時系列で説明願う。
まちづくり推進部長　まず、平成18年10月に変更案を全戸配布しました。その段階で非常にたくさんの意見をいただき、平成19年2月に文化の家で説明会を開催しました。そこで出た意見を聞いた状態で、新たに変更案を平成19年９月に全戸配布しました。その素案をまとめる段階で一部、平子、坊の後から意見が出てきました。その意見をまとめて、平成20年１月に変更案を改めて出しました。その変更案の全戸配布後も、野田農二丁目に対して意見をもらったので、修正して今回の案という形になりました。この案についても、地元に全戸配布で結果を知らせています。最終的にまとまった案が、今日示します別図第２です。
浅井委員　　　今回の経験からどういった点を学習されたか。今後、学習された点をどのようにいかしていくのか。
まちづくり推進部長　文化の家の説明会でたくさん意見をもらったのは、住まわれて相当長い間経つ転入された方や、区画整理ができあがって10何年住まわれている方が、今の地名がなじみ深くなっていることで、もっと早くできなかったのかということがあります。今後、長湫南部の区画整理組合が同じ経験をするわけだが、そこは誰も住んでない所に新しい方が住まわれます。そこがまた同じ形になるので、区域の変更と字名の設置について事前にある程度の形を示し、素案を区画整理組合を中心に議論を早めにしてもらうことが効果的です。また、それを組合を通して、住まわれる方に事前に知らせることが重要です。顕在化している例として、長湫南部は1つの地番が大きいので、旧地番に何人かが住まわれています。例えば、○○字○○番地と言う地番に何世帯も住所が発生し、配達に苦労するという実態が出ています。仮換地番号は別にありますが、住所だけで表示するとなると苦労が発生します。なるべく実態に即した形で現状が運営できるようにしていく必要があります。ただ、字名を決定していくのは換地処分の直前にならないと法的効果はでないので、タイミングとしては非常に難しいが、今後協議を進めていきたいと思います。
浅井委員　　　仮換地番号を住所の表示にすることは可能か。図面がひけたときに仮換地の番号をつけるが、そのような表示でやっていくことはできるか。
まちづくり推進部長　長湫南部については、法的効力は発生しないが、郵便局が混乱するので、郵便物の配送については、それを使ってもらうようにしています。
浅井委員　　　現状そうやっているのか。
まちづくり推進部長　はいそうです。

青山委員　　　平成18年10月に第１回の配布をし、これで３回目だが、十分住民の意見を確認の上の決定か。
まちづくり推進部長　出てきたところはすべて文章で渡し、場所によっては全員に参加してもらい説明をし、修正した結果についても伝えました。これ以上の説明方法は見当たらずできるだけのことはやりました。
浅井委員　　　住民からの請願が出たりして住民の動きがあったということは、何回も全戸配布してもらったからだが、全戸配布されたものが見られていないことがあるので、地区には自治会制度の中で各班10個や20個という単位があるので、そういった中に入っていく努力もしてもらいたい。
まちづくり推進部長　最初の平成18年10月は個人からの意見が多かったが、それ以後については、全て自治体や組長から役場に申し出がありました。したがって、複数の意見をまとめて自治会、町内会が動いているので、役場と自治会、地元の地縁団体がしっかり機能しています。
浅井委員　　　事前にそういった手順を踏んでもらうことが、スムーズに運ぶということで、柔軟性が当町に対しても出てきたと嬉しく受け止めている。
委員長　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませ
んか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第37号土地区画整理事業に伴う字の区域の設定及び変更について原案のとおり賛成委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第37号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第36号

次に議案第36号長久手町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第36号について、執行部の説明を求めます。

消防本部総務課長　議案第36号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第36号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
浅井委員　　　今回は法律の改正に伴うということで、職員の場合には扶養手当の月額が6,000円から6,500円に変更されたので、それに伴うということで、非常勤消防団員等については17円上がるということだが、金額の位置づけはどういうことなのか。非常勤だから200円で一般職の職員だから6,000円といった位置づけはどういった基準に基づいているのか。
同総務課長　　一般職員の給与に関する法律が改正された今年度分の月額6,500円を30日で除した数字が217円です。これが基礎になり各種補償の率に基づき加算され、扶養補償だとか給与補償だとかそういった補償に反映されていきます。
浅井委員　　　どちらも月額ということか。

同総務課長　　217円については日額です。
委員長　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませ
んか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第36号長久手町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について原案のとおり賛成委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第36号について原案のとおり可決することに決しました。

　　　　
委員長　　　　次に、閉会中の継続調査についてお諮りいたします。

　　　　　　委員のお手元に配布してあります継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査したいと思いますが、ご異議ありませんか。

　　　　　　（異議なしの声あり）

　　　　　　　ご異議ないものと認めます。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておきますから、ご了承願います。

なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任していただけますか。
（異議なしの声あり）

ご異議が無いようですのでそのように取り計らいさせていただきます。以上で総務まちづくり委員会を閉会します。

午前１０時５３分閉会　　　
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２０年６月１２日

総務まちづくり委員会委員長　丹羽茂雄
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